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授業内容 
哲学入門の講義である。世界や自分について、哲学的な問いを

投げかけ、その答えに向かって思索をめぐらせたい。 

科目概要 

到達目標 

哲学的なテキストを丁寧に読む力を身につける。 

テキストや講義を通じて、自ら考える力を身につける。 

哲学的な問いとそれに対する答えを自分の言葉で表現できる。 

授業計画 

（1）意識・実在・他者① 

（2）意識・実在・他者② 

（3）記憶と過去① 

（4）記憶と過去② 

（5）時の流れ① 

（6）時の流れ② 

（7）私的体験 

（8）経験と知① 

（9）経験と知② 

（10）規範の生成 

（11）意味のありか① 

（12）意味のありか② 

（13）行為と意志 

（14）自由 

（15）総まとめ 

事前学習 
・テキストの該当箇所を前もって読んでおくこと。 

・意味のわからない用語は辞書等で事前に調べておくこと。 
自学自習 

事後学習 ・2～3回おきに小レポートを課す。 

使用教材・ 

参考文献 

【教】野矢茂樹 『哲学の謎』 講談社 1995（ISBN4-06-149286-1） 

【参】永井均 『翔太と猫のインサイトの夏休み』 ナカニシヤ出版 1995 

（ISBN4-88848-289-6） 

【参】永井均 『マンガは哲学する』 現代岩波文庫2009 

(ISBN978-4-00-603183-1) 

成績評価方法

と基準 

＜基準＞課題について、少なくとも自分の言葉で自分の考えを書かなければ

不合格です。 

＜方法＞基本的に期末レポートによる。 

備考 ・読書レポートの内容を成績評価の対象とする。 




